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1．まえがき 

現在，中学校・高等学校では上代から室町時代に書かれ

た文学や詩歌を「古典」として学習している．この「古

典」学習について，大谷[1]は，平成 17 年度教育課程実施状

況調査（高等学校）の結果から「７割以上の生徒が古典学

習に対して否定的」であることを示し，「古典嫌い」が進

んでいる要因として，知識の注入や品詞分解に特化した指

導，大学受験に向けた指導等によって「古典嫌い」が引き

起こされていると述べている． 

これを受け，「古典嫌い」を克服するためには，例えば，

韓国アイドルに「恋心」をもつ愛好者が熱意をもって韓国

語を習得するように，古典（主に中古文学）上の豊富な恋

物語から「恋心」を喚起し，古典読解を単なる受験科目か

ら，原典理解を熱望する趣味に昇華できればと考えた．ま

た、古典文学の中でも中古文学は「恋」に焦点を当てた秀

作が多く，この平安時代の「恋」を理解するには，人物の

姿そのものではなく「所作」「教養」「香り」が重要とな

る．物語に多く登場する姫君は姿を見せることはなく常に

御簾の向こう側で和歌や琴の研鑽に励み，個性を表現する

方法が花や香（こう：おもに香木）の「香り」であったこ

とから，「香り」は「恋心」を喚起する最重要なファクタ

ーである． 

以上より，本研究に先立ち先行研究[2] [3]を実施し「VR と

香り発生装置による古典文学上の「恋」ができるシステ

ム」のプロトタイプを構築した．図 1 に，先行研究[2] [3]で

開発した VR と連動させる香り発生装置を示す．本研究で

は，図 1 のシステムを平安時代の「香り」に近づけるため

に，新たに香道の所作と「香り」の仕組みを取り入れた，

平安の「恋」の香り再現装置の開発と VR コンテンツとの

連動を行うことを目的とする． 

なお，本研究は，同タイトルで副題「―源氏物語の姫君

の「恋」を疑似体験する VR コンテンツを中心に―」との

共同研究である． 

2 ．研究計画 

現代のお香は中古文学の世界観を細部まで伝えられない

ため，先行研究[2] [3]では，図１の A に，平安時代から伝わ

る練り香「六種の薫物」を使用した．しかし，本計画では

平安の「恋」の香りの再現性をさらに高めるため，これを

「香木」に変更する．練り香はつなぎの成分などから現代

のお線香を連想させられるため、お香の主成分である「香

木」を当時の貴族の作法に従って焚くことにより、現代で

は体験したことのない平安の香りを再現する。 

また図１の B は香道で使う電子香炉に変更し，この上に

御家流作法による手の所作で得られる香り容量と同程度の

香りバッファを作成する．香りの排出には，熱源の上昇気

流による自然な排出と，極低速運転が可能なファンにより，

穏やかに排出するようにコントロールする． 

被験者は高等学校「古典」の源氏物語をあつかう授業を

想定し，高校生とする．実験ではすでに源氏物語を授業で

学んだ経験のある生徒を中心に，本システムの体験前と体

験後において，物語に対する恋心の情動に関する質問紙調

査（主観情動評価）と，本システムで学ぶ源氏物語の世界

観に関する事前事後学習効果測定(客観学習評価)を取得す

るとともに，本システム体験中の心拍数（客観情動評価）

を取得し，得られたデータをもとに多変量解析手法で分析

評価する．得られた結果から本システム全体の有効性を明

らかにするとともに，適宜システム構成と香り発生装置の

改良を行う． 
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A．「香」を装着した

ソレノイ（Bluetooth

で連動） 

B．「香」の熱源と香

りバッファ 

C．ⅮＣファンの電圧

で自然な風量や香り

の濃淡を演出 

 

 

図 1 先行研究[2] [3]の VR と連動させる香り発生装置 
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